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    活動紹介    NPO法人千葉県森林インストラクター会 

講座名 地域部会（中央部会 月例部会）   

開催日時 20２３年１０月２２日（日）９時３０分 ～１４時００分 

開催場所 千葉市稲毛区園生の森～動物公園 参加者 ６名 

活動概要 当日は絶好のお散歩日和となりました。市民ボランティアがしっかり管理している、

園生の森を歩きます。以前は針葉樹の暗い森だったということですが、今は落葉樹の多い、手入

れがされた豊かな森です。タイアザミの花は多く見られましたが、花の季節から実りの秋に。何

種類もの実が観察できました。陽だまりの広場でお菓子を食べながらお茶休憩。クヌギの根元に

姿を見せていたオオスズメバチを観察し、それぞれのスズメバチ談義で盛り上がりました。天台

スポーツセンターの中を通り、通る人もほとんどいない道をコシオガマを探しながら歩きました

が、今回は見つけることができませんでした。動物公園に向かう道では手の届くところにアケビ

が。優しい甘みをいただきました。丸々としたクヌギドングリを拾いながらの帰り道でした。 

   

  
 

   

 

ＦＩＣ参加者  植村、小高、長嶺、望月、横山、宮崎 

ツマグロヒョウモンの雌。タイアザ

ミやセイタカアワダチソウで吸蜜 

ノウダケがボコボコ。この他にも何種

類ものキノコが観察できた。 

園生の森の入り口には手作り感満載

の看板がお出迎え。 

シロダモの実、開花を待つツボミと

一緒に観察。 

ノコンギクと名札がついていた。こ

こで野菊の知識の持ち寄りが。 

動物公園入口のクマシデの前でカップ

ルを呼び止め撮影。 

ジャコウアゲハの幼虫がウマノス

ズクサ保護地で見られた。 

クサギの実がびっしりついていた。

O氏の草木染も見せていただく。 

ヒヨドリジョウゴの実が秋の日を

うけ透明になってきた。 

 


